























































































































































9．48 5．13 9．50 3．35
ルリジガバチ
?
○ 8．62 28．21 9．92 24．69
ドロバチ亜科
フタスジスズバチ 一 ○ 一 16．67 一 27．20
オオフタオビドロバチ
?
○ 46．55 39．7457．44 23．85
ハキリバチ科
ヒメハキリバチ 一 ○ 一 3．85 一 3．35
オオハキリバチ ○ ＊＊ 34．48 一 22．31 一
その他のハキリバチ 一 ○ 一 6．41 一 17．57
4 6
巣数・育室数の総数 116 78 242 239
○：生息が確認された種　＊：1991年の調査（石原ら，1993）
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　両調査地の種類数・越冬巣数・巣育室数および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3－2．寄生者の種類相比較寄生者の比較を表3－1，2に示す。この表から以
下のことが明らかになった。
　（1）角間地区で見出された4種はすべて丸の内
　　地区でも見出されている。
　（2）オオフタオビドロバチが優占種となるのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：生息が確認された種　　両地区に共通である・　　　　　　　　　　　・二1991年の調査（石原ら，1993）
　（3）角間地区にはオオハキリバチの営巣が多　“：1992，1993年には営巣が確認されている（石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原，未発表）　　い。
　（4）寄生者の種類相に違いが見られる（表3－2）。
　以前の報告（石原ら，1993）では丸の内地区でのオオハキリバチの営巣は確認されていない．
その後の調査で，丸の内地区でもこの種の営巣が確認されてはいるが，その数はわずかである
（石原，未発表）。したがって，オオハキリバチの営巣が多いことは角間地区の特徴といえる。
　オオハキリバチは巣材として種々の針葉樹の樹脂を用いる（Iwata，1933）。また，幼虫の餌
はクズの花に主に依存する（Iwata，1933）。角間周辺にはスギが多く植林されている。さらに，
角間地区ではクズが繁茂し，晩夏にはクズの花が満開となる。一方，丸の内ではスギやクズは
わずかに生育するのみである。このことが角間地区でオオハキリバチの巣が多い理由のひとつ
であろう。
　逆に，ネスト・トラップ法によりオオハキリバチの営巣が多数確認されることは，その調査
地周辺には針葉樹やクズが多く生育していることを暗示する。
　以上のことから，オオハキリバチは針葉樹やクズが生育していることを示す指標種として適
用できる可能性がある。
寄　生　者 角間 丸の内’
キイロゲンセイ
ヤドリニクバエの一種
コウヤツリアブ
スズバチネジレバネ
○
○
○
○
5．今後の課題
　今回の調査ではオオハキリバチの針葉樹またはクズの有無を示す指標種としての適用性が示
唆された。だが，「借坑性ハチ類相」を環境指標として用いるには，オオハキリバチ以外の種に
ついての特性も知る必要がある。
　また，今回の調査では4種類のハチの営巣しか確認されていない。これは筒のサイズを内口径
約8mmに統一したためと考えられる。種類相の比較調査を行うには，種々の太さの筒を様々な
自然環境の場所に多数設置する必要がある。
　本調査は環境指標としての借坑性ハチ類を考えるうえでのヒントとなるであろう。1993年は，
種々の太さの筒を組み合わせたトラップを用いて調査を行なっている。
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